
 地区概要調書                                                                       調書 2-1 

ᕷ⏫村名 飯 綱 ⏫ 地区名 飯綱都ᕷ計⏬区域㸦୕水地区㸧 

現況 1 概要 ࣭従来ࡢ牟礼都ᕷ計⏬区域ࡢ整

合性࣭統一性をᅗࠊࡾ一体的࡞

都ᕷ࡙くࡾ進ࡿࡵたࠊࡵ旧୕

水村㸦୕水地区㸧区域ࠊ全域を

都ᕷ計⏬区域編入しࠊ飯綱都

ᕷ計⏬区域すࠋࡿ 

࣭飯綱⏫ࡢ中心ᕷ街地を中心ࠊ

広範ᅖ既存集落区域ࡀ点在す

 ࠋࡿ

࣭牟礼駅周辺地区ࡽ国道18号沿

線け࡚商業業務施設ࡀ立地

すࠋࡿ 

࣭飯綱高原等ࠊ自然豊࡞観光拠点

活性策を展開し࡞新たࡿࡼ

࡚いࠋࡿ 

■ 現況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的࡞景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高高さࡢ建築物 

2 区域面積。ha)          3,516.6ha 

3 建築物立地 

特性 
①別荘地区域 

ճ田園区域࣭մ既存集落区域 

⑧旧ᕷ街地区域 

4 容積率分ᕸ表 㸦調書 3㸫1参照㸧 

5 建ぺい率分ᕸ 

表 

㸦調書 3㸫2参照㸧 

6 前面道路ࡢ 

状況 

㸦道路全体占ࡿࡵ割合：1.8m 以ୖࡢ道ࡘい࡚㸧 

1㸬8m 以ୖ 4m 未満ࡢ道路ࡢ割合 37.4 ％ 

4m 以ୖࡢ道路ࡢ割合 62.6 ％ 

資料：ᖹ成25ᖺ度指定道路及びᖹ成26ᖺ度不適格建物調査結果  㸦参考調書参照㸧 

7 最高ࡢ階数ࠊ 

高さ等 

7-1 道路斜線ࠊ隣地斜線調査集計表㸦調書 4参照㸧 

 調査件数 不適格件数 不適格率 
道路斜線制 

限値 

隣地斜線制 

限値 

道路斜線 
5602 

192 3.4 ％ ∠1.25 以ୗ 
20m＋∠1.25 

以ୗ 
103 1.8 ％ ∠1.5 以ୗ 

隣地斜線 0 0 ％  

資料：ᖹ成 25ᖺ度指定道路及びᖹ成 26ᖺ度不適格建物調査結果 

7-2 最高ࡢ階数ࡢ建築物 

 階数 
高さ 

。m) 

前面道路 

幅員。W) 

後退距離 

。m) 

道路斜線 

制限値 

隣地斜線 

制限値 

長野県部

高等学校 
 4 19.35ｍ 4m 以ୖ 4m 以ୖ ∠1.25以ୗ 

20m＋∠1.25 

以ୗ 

7-2-2 最高ࡢ高さ。値ࡣ推計࡛ྍ)ࡢ建築物㸦7㸫2以外㸧 

 階数 
高さ 

。m) 

前面道路 

幅員。W) 

後退距離 

。m) 

道路斜線 

制限値 

隣地斜線 

制限値 

飯綱⏫立 

୕水第一 

小学校 

 3 25.16ｍ 4m 以ୖ 4m 以ୖ ∠1.25以ୗ 
20m＋∠1.25 

以ୗ 

資料：ᖹ成 25ᖺ度指定道路及びᖹ成 26ᖺ度不適格建物調査結果 

8 特記事項 ᖹ成 25ᖺ度指定道路調査ࠊࡣᖹ成 25.1.1 現在ࡢ道路ྎ帳をࠊᖹ成 26 ᖺ度不適格建物調査ࠊࡣᖹ

成 26.1.1 道及び建築物㸦建ぺいࡿ該当す道路ࡢ建築基準法ୖࠊ土地࣭家屋デ࣮タ等を使用しࡢ

率ࠊ容積率ࠊ道路斜線ࠊ隣地斜線ࠊ前面道路ࠊ建物高さ等㸧ࡘい࡚ࡣ機械的処理後ࠊ不適格該

当すࡢࡶࡿ全࡚対し࡚不適格建物調査を実施し࡚いࠋࡿ 
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調書 2-2-1 

ᕷ⏫村名࣭地区名 飯綱⏫࣭飯綱都ᕷ計⏬区域 
類型した区分 

㸦立地特性㸧 
①別荘地区域 

建
築
形
態
制
限
の
考
え
方 

1 土地利用ࡢ 

現状特徴 

●用途࣭土地利用 

࣭雄大࡞自然環境を活した山麓地域ࠊࡣ出来ࡿ限ࡾ健全࡞状態を保ちࠊࡽࡀ࡞現況規模࡛ࡢ維持࣭継

承ࡀᅗ࡚ࢀࡽいࠋࡿ 

࣭山林ࡀ大半を占ࠊࡾ࠾࡚ࡵ山ᅖࢀࡲた農地ࡀ点在し࡚いࠋࡿ 

●建築物ࡢ形態 

࣭建築物ࡢ多くࡀ農業用倉庫等࡛あࠋࡿ 

「 建築形態制 

限ࡢ検討 

●実態ࡢ反映 

࣭指定道路及び適格建物調査ࡢ結果ࠊࡾࡼᖹ成 1」 ᖺ度都市計⏬区域白地地域土地利用現況調査

ྠ様既存適格率を 5～10％以内ࡿࡍ制限値ࠊࡣ容積率 50％。適格 い率建ࠊ(％ 」.1 」0 ％

。適格 適格。5」.1∠ࡣ道路斜線制限ࠊ(0％.「 隣地斜線制限ࠊ(％ 1.0 「0ｍ+∠1.「5。適格 0 ％)࡛

 ࠋい࡞ࡣこࡿ制限値をୖ回ࡶ

࣭建築物ࡢ規模ࡰࡣ 「階建࡚以ୗ࡛ࠊ」階建以ୖࡀ  ࠋい࡞ࡣ4階建࡚以ୖࠊ％ 0.」

●用途地域及び周辺都市計⏬区域等ࡢバランࢫ 

࣭従来都市計⏬区域ࡀ指定さࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ建築基準法ࡢ集団規定ࡀ適用さ࡚ࢀいࡗ࡞

たࠊࡀ旧牟礼村区域࡛ࡣ既ྠ様ࡢ建築形態制限ࡀ定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ飯綱⏫し࡚

 ࠋたࡗ整合をᅗࡢ

࣭飯綱都市計⏬予定区域西側隣接ࡿࡍ用途地域ࡢあࡿ信濃都市計⏬区域ࡢ制限ࡢう

ちࠊ容積率50％࣭建い率」0％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5整合

∠い率60％࣭道路斜線制限し࡚容積率「00％࣭建他制限区域ࡢそࠊたࡲࠋࡿࡍ

1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5ࠊ容積率「00％࣭建い率70％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭

隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5及び容積率100％࣭建い率50％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜

線制限「0ｍ+∠1.「5ࡀあࠊࡀࡿ飯綱都市計⏬予定区域ࡣ大部分ࡀ地形的隔࡚࡚ࢀࡽ

 ࠋࡿࢀࡽ考えい࡞少ࡣ影響ࡿえࠊࡾ࠾

●ୖ位計⏬等ࡢ整合 

࣭飯綱都市計⏬都市計⏬区域ࡢ整備ࠊ開発及び保全ࡢ方針。案)ࡢ主要࡞緑地ࡢ配置ࡢ方針࡛ࠕࠊࡣ区域

積極ࠊし࡚調和した場自然ࠊࡾ拠点࡛あࡢ緑ࡿࡍ骨格を形成ࡢ⏫ࠊࡣ森林地域ࡿࡀ広周辺ࡢ

的保全をᅗࠖࠋࡿ位置付け࡚いࠋࡿ 

●規制ࡢあࡾた 

容積率ࠊ現況を考慮しࡢ既存建築物ࠊし࡚自然景観保持区域ࡢ⏫࣭ い率建ࠊ％ 50 道路斜ࠊ％ 0「

線制限∠1.「5ࠊ隣地斜線制限 「0ｍ+∠1.「5  ࠋࡿࡍ

」 望ࡲしい 

建築形態 

制限 
 設定制限値 

設定した制限 

値ࡿࡼ既存 

適格率㸦％㸧 

■ 建築形態ࡢ一例㸦イメ࣮ࢪ㸧 

࣭建い率ࡢイメ࣮ࢪ   ࣭容積率ࡢイメ࣮ࢪ 

              

容積率。％) 50 1.「 ％ 

建い率 

。％) 
」0 」.0 ％ 

高さ制限 

。道路斜線) 
∠1.「5 1.0 ％ 

高さ制限 

。隣地斜線) 
「0m＋∠1.「5 

 

     0 

 

山村部ࡢイメ࣮ࢪ 

  

 

 

 

 

。日影) ࡞し － 

4 そࡢ他 本制限値ࡘい࡚ࠊࡣ長野県ࡢ特殊基準㸦制

限緩和㸧該当ࠊࡀࡿࡍ長野地方事務所管内

全域࡛ࠊࡿࡳ用途地域࡞ࡢい都市計⏬区

域ࡢ標準的࡞制限値考えࠋࡿࢀࡽ 

飯綱都ࠕ別紙ࡣい࡚ࡘ検討過程ࡢ案ࠊ࠾࡞

市計⏬予定区域 白地地域ࡢ容積率等建築

制限値㸦案㸧検討報告書ࠖ参照ࡢこࠋ 

- 「 - 



         調書 「-「-「 

市⏫村ྡ࣭地区ྡ 飯綱⏫࣭飯綱都市計⏬区域 
類型化した区分 

㸦立地特性㸧 
ճ田園区域࣭մ既存集落区域 

建
築
形
態
制
限
の
考
え
方 

1 土地利用ࡢ 

現状特徴 

●用途࣭土地利用 

࣭斑尾山山麓を中心した里山地域や⏫内広ࡿࡀ田園地域ࠊࡣふࡿさࡢ原風景し࡚ࠊ県内࡛ࡶ有

数ࡢ農業地帯を形成し࡚いࠋࡿ 

࣭主要道路㸦長野荒瀬原線ࠊ牟礼永江線ࠊ東柏原赤塩線㸧ࠊ集落地ࡀ形成さ࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭集落地ࡢ周辺ࡣ農地や山林ࡀ隣接ࠋࡿࡍ 

●建築物ࡢ形態 

࣭山ᅖࢀࡲたᖹ地ࡢ少࡞い地形ࡢたࠊࡵ主要道路沿い市街地࣭集落地ࡀ形成さࠊࢀ全般的建物ࡢ

密集度ࡀ高いࠋ 

࣭建築物ࡢ大半ࡀ 「階建࡚以ୗ࡛あࡲࠋࡿたࠊ敷地内多数ࡢ建築物ࡀ立地し࡚いࡿ傾向あࠋࡿ 

「 建築形態制 

限ࡢ検討 

●実態ࡢ反映 

࣭指定道路及び適格建物調査ࡢ結果ࠊࡾࡼᖹ成 1」 ᖺ度都市計⏬区域白地地域土地利用現況調査

ྠ様既存適格率を 5～10％以内ࡿࡍ制限値ࠊࡣ容積率 100 ％。適格 い率建ࠊ(％ 1.4 60 ％

。適格 適格。5」.1∠ࡣ道路斜線制限ࠊ(4％.「 隣地斜線制限 ࠊ(％ 6.「 「0ｍ+∠1.「5。適格 0 ％)

 ࠋい࡞ࡣこࡿ制限値をୖ回ࡶ࡛

࣭建築物ࡢ規模ࡰࡣ 「階建࡚以ୗ࡛ࠊ」階建以ୖࡀ  ࠋい࡞ࡣ5階建࡚以ୖࠊ％ 0.6

●用途地域及び周辺都市計⏬区域等ࡢバランࢫ 

࣭従来都市計⏬区域ࡀ指定さࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ建築基準法ࡢ集団規定ࡀ適用さ࡚ࢀいࡗ࡞

たࠊࡀ旧牟礼村区域࡛ࡣ既ྠ様ࡢ建築形態制限ࡀ定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ飯綱⏫し࡚

 ࠋたࡗ整合をᅗࡢ

࣭飯綱都市計⏬予定区域西側隣接ࡿࡍ用途地域ࡢあࡿ信濃都市計⏬区域ࡢ制限ࡢう

ちࠊ容積率50％࣭建い率」0％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5整合

∠い率60％࣭道路斜線制限し࡚容積率「00％࣭建他制限区域ࡢそࠊたࡲࠋࡿࡍ

1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5ࠊ容積率「00％࣭建い率70％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭

隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5及び容積率100％࣭建い率50％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜

線制限「0ｍ+∠1.「5ࡀあࠊࡀࡿ飯綱都市計⏬予定区域ࡣ大部分ࡀ地形的隔࡚࡚ࢀࡽ

 ࠋࡿࢀࡽ考えい࡞少ࡣ影響ࡿえࠊࡾ࠾

●ୖ計⏬等ࡢ整合 

࣭飯綱都市計⏬都市計⏬区域ࡢ整備ࠊ開発及び保全ࡢ方針。案)ࡢ主要࡞緑地ࡢ配置ࡢ方針等࡛ࠕࠊࡣ市

街地周辺広ࡿࡀ農用地ࠊࡣ基幹産業࡛あࡿ農業ࡢ振興及び自然環境ࡢ保全ࡢたࡲࠊࡵたࠊ特色あ

ࠋࡿ保全をᅗし࡚積極的郷土景観及び田園景観ࡿ た集落ࢀࡲᅖ優良農地ࡢ里山࣭田園地域ࠕࠖ

 ࠋࡿ置付け࡚いࠖࠋࡿࡍ規模ࡢ建築物ࡢ程度ྠ制限ࡿࢀࡽࡵ定ఫ宅ࡢప層ࠊࡣ࡛

●規制ࡢあࡾた 

容積率ࠊ現況を考慮しࡢ既存建築物ࠊし࡚旧市街地区域ࡢ⏫࣭ い率建ࠊ％ 100 道路斜線制ࠊ％ 60

限∠1.「5ࠊ隣地斜線制限 「0ｍ+∠1.「5  ࠋࡿࡍ

」 望ࡲしい 

建築形態 

制限 
 設定制限値 

設定した制限 

値ࡿࡼ既存 

適格率㸦％㸧 

■建築形態ࡢ一例㸦イメ࣮ࢪ㸧 

࣭建い率ࡢイメ࣮ࢪ   ࣭容積率ࡢイメ࣮ࢪ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園区域等ࡢイメ࣮ࢪ 

 

            

容積率。％) 100 1.4 ％ 

建い率 

。％) 
60 」.4 ％ 

高さ制限 

。道路斜線) 
∠1.「5 」.6 ％ 

高さ制限 

。隣地斜線) 
「0m＋∠1.「5    0     

 

 

 

 

 

 

 

。日影) 

 

 

 

 

 

 

 し࡞

 

 

 

－ 

- 」 - 



4 そࡢ他 本制限値ࡘい࡚ࠊࡣ長野県ࡢ特殊基準㸦制

限緩和㸧該当ࠊࡀࡿࡍ長野地方事務所管内

全域࡛ࠊࡿࡳ用途地域࡞ࡢい都市計⏬区

域ࡢ標準的࡞制限値考えࠋࡿࢀࡽ 

飯綱都ࠕ別紙ࡣい࡚ࡘ検討過程ࡢ案ࠊ࠾࡞

市計⏬予定区域 白地地域ࡢ容積率等建築

制限値㸦案㸧検討報告書ࠖ参照ࡢこࠋ 
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                                                                             調書 「-「-」 

市⏫村ྡ࣭地区ྡ 飯綱⏫࣭飯綱都市計⏬区域 
類型化した区分 

㸦立地特性㸧 
⑧旧市街地区域 

築
形
態
制
限
の
考
え
方 

1 土地利用ࡢ 

現状特徴 

●用途࣭土地利用 

࣭国道 18 号沿道及び牟礼駅周辺ࡣ商業地ࡀ形成さ࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭そࢀ以外ࡢ主要道路沿いࡘい࡚ࠊ住宅を主体した市街地ࠊ集落地ࡀ形成さ࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭集落地ࡢ周辺ࡣ農地や山林ࡀ隣接ࠋࡿࡍ 

●建築物ࡢ形態 

࣭山ᅖࢀࡲたᖹ地ࡢ少࡞い地形ࡢたࠊࡵ主要道路沿い市街地࣭集落地ࡀ形成さࠊࢀ全般的建物ࡢ

密集度ࡀ高いࠋ 

࣭建築物ࡢ大半ࡀ 「階建࡚以ୗ࡛あࠊࡀࡿ敷地内多数ࡢ建築物ࡀあࡿたࠊࡵ建い率ࡀ特高い傾向

 ࠋࡿあ

「 建築形態制 

限ࡢ検討 

●実態ࡢ反映 

࣭指定道路及び適格建物調査ࡢ結果ࠊࡾࡼᖹ成 1」 ᖺ度都市計⏬区域白地地域土地利用現況調査

同様既存適格率を 5～10％以内ࡿࡍ制限値ࠊࡣ容積率 「00 ％。適格 い率建ࠊ(％ 0.6 70 ％

。適格 適格。1.5∠ࡣ道路斜線制限ࠊ(％「.9 隣地斜線制限ࠊ (％ 1.4 「0ｍ+∠1.「5。適格 0 ％)࡛

 ࠋい࡞ࡣこࡿ制限値をୖ回ࡶ

࣭建築物ࡢ規模ࡰࡣ 「階建࡚以ୗ࡛ࠊ」階建以ୖࡀ  ࠋい࡞ࡣ4階建࡚以ୖࠊ％ 5.4

●用途地域及び周辺都市計⏬区域等ࡢバランࢫ 

࣭従来都市計⏬区域ࡀ指定さࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ建築基準法ࡢ集団規定ࡀ適用さ࡚ࢀいࡗ࡞

たࠊࡀ旧牟礼村区域࡛ࡣ既同様ࡢ建築形態制限ࡀ定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ飯綱⏫し࡚

 ࠋたࡗ整合をᅗࡢ

࣭飯綱都市計⏬予定区域西側隣接ࡿࡍ用途地域ࡢあࡿ信濃都市計⏬区域ࡢ制限ࡢう

ちࠊ容積率50％࣭建い率」0％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5整合

∠い率60％࣭道路斜線制限し࡚容積率「00％࣭建他制限区域ࡢそࠊたࡲࠋࡿࡍ

1.「5࣭隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5ࠊ容積率「00％࣭建い率70％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭

隣地斜線制限「0ｍ+∠1.「5及び容積率100％࣭建い率50％࣭道路斜線制限∠1.「5࣭隣地斜

線制限「0ｍ+∠1.「5ࡀあࠊࡀࡿ飯綱都市計⏬予定区域ࡣ大部分ࡀ地形的隔࡚࡚ࢀࡽ

 ࠋࡿࢀࡽ考えい࡞少ࡣ影響ࡿえࠊࡾ࠾

●ୖ位計⏬等ࡢ整合 

࣭飯綱都市計⏬都市計⏬区域ࡢ整備ࠊ開発及び保全ࡢ方針。案)ࡢ主要用途ࡢ配置ࡢ方針࡛ࠕࠊࡣ牟礼庁

舎周辺地区及び牟礼駅周辺地区ࡽ国道 18 号沿線け࡚ࠊࡣ中心的࡞商業業務機能を担う拠点

し࡚位置࡙けࠊ面的࡞整備道路や公園等ࡢ都市基盤ࡢ整備充実努ࠊࡵ活気やぎわい࡞都市

し࡚位住宅地࡞た良好ࢀࡲ恵自然環境ࠕࠖࠋࡿ市街地形成をᅗ࡞魅力的ࠊࡵ魅力を高ࡢし࡚

置࡙けࠊ居住環境ࡢ向ୖをᅗࡿ  ࠋࡿ位置付け࡚いࠋࠖ

●規制ࡢあࡾた 

容積率ࠊ現況を考慮しࡢ既存建築物ࠊし࡚旧市街地区域ࡢ⏫࣭ い率建ࠊ％ 00」 道路斜線制ࠊ％ 70

限∠1.5ࠊ隣地斜線制限 「0ｍ+∠1.「5  ࠋࡿࡍ

」 望ࡲしい 

建築形態 

制限 
 設定制限値 

設定した制限 

値ࡿࡼ既存 

適格率㸦％㸧 

■ 建築形態ࡢ一例㸦イメ࣮ࢪ㸧 

࣭建い率ࡢイメ࣮ࢪ   ࣭容積率ࡢイメ࣮ࢪ 

   

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容積率。％) 「00 0.6 ％ 

建い率 

。％) 
70 9.」 ％ 

高さ制限 

。道路斜線) 
∠1.5 1.4 ％ 

高さ制限 

。隣地斜線) 
「0m＋∠1.「5 0 
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。日影) ࡞し － 

 

住居地区ࡢイメ࣮ࢪ 

 

 

4 そࡢ他 本制限値ࡘい࡚ࠊࡣ長野県ࡢ特殊基準㸦制

限緩和㸧該当ࠊࡀࡿࡍ長野地方事務所管内

全域࡛ࠊࡿࡳ用途地域࡞ࡢい都市計⏬区

域ࡢ標準的࡞制限値考えࠋࡿࢀࡽ 

飯綱都ࠕ別紙ࡣい࡚ࡘ検討過程ࡢ案ࠊ࠾࡞

市計⏬予定区域 白地地域ࡢ容積率等建築

制限値㸦案㸧検討報告書ࠖ参照ࡢこࠋ 
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